
こ
の
号
が
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
届

く
の
は
梅
雨
の
さ
な
か
、
ち
ょ
う
ど
七

夕
の
頃
か
と
思
い
ま
す
。
雨
上
が
り
の

夜
な
ど
は
、
星
を
見
つ
け
よ
う
と
ふ
と

夜
空
を
見
上
げ
る
、
そ
ん
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
七
夕

と
は
、
中
国
伝
来
の
風
習
と
元
か
ら
あ

っ
た
日
本
の
神
を
待
つ
｢た
な
ば
た
つ

め
｣の
信
仰
と
が
習
合
し
た
も
の
で
、

奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に

民
間
に
広
が
っ
た
、
と
い
っ
た
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
織
姫
と
彦
星
の
話
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
が
、
私
も
子
ど
も
の

頃
、
供
え
物
を
し
、
竹
の
葉
の
竿
に
、

折
り
紙
で
作
っ
た
提
灯
や
願
い
事
を
書

い
た
短
冊
な
ど
を
飾
り
付
け
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

七
夕
も
桃
の
節
句
や
端
午
の
節
句
と

同
じ
伝
統
的
な
年
中
行
事
を
行
う
季
節

の
節
目
の
一
つ
で
す
。
今
年
は
平
成
か

ら
令
和
に
改
元
さ
れ
た
大
き
な
節
目
の

年
で
す
が
、
秋
田
市
に
お
い
て
も
さ
さ

や
か
な
が
ら
小
さ
な
節
目
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
明
治
22
年
に
秋
田
市
が
誕
生

し
て
か
ら
130
周
年
を
迎
え
ま
す
。

４
ペ
ー
ジ
の
記
事
で
も
130
年
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
的
に
特
に
印

象
深
い
の
は
市
制
100
周
年
の
年
で
す
。

昭
和
か
ら
改
元
さ
れ
た
平
成
元
年
、
市

議
会
議
員
に
な
っ
て
３
年
目
で
し
た
。

進
行
中
の
県
･市
連
携
文
化
施
設
や
芸

術
文
化
ゾ
ー
ン
、
秋
田
駅
周
辺
で
の
に

ぎ
わ
い
創
出
な
ど
、
私
は
現
在
も
秋
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
節
目
、
転

換
点
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
当

時
も
ま
た
、
い
ま
の
秋
田
市
を
形
作
っ

て
い
る
い
く
つ
か
の
事
業
が
あ
り
ま
し

た
。
広
報
あ
き
た
平
成
元
年
12
月
20
日

号
は
｢市
民
が
選
ん
だ
市
政
10
大
ニ
ュ

ー
ス
｣を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
｢ア
ト
リ
オ
ン
に
千
秋
美
術
館
｣と
い

う
の
も
あ
れ
ば
｢千
秋
公
園
に
御
隅
櫓

復
元
｣｢太
平
山
リ
ゾ
ー
ト
着
工
｣と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
す
っ
か
り

市
民
に
親
し
ま
れ
、
風
景
に
と
け
込
ん

で
い
る
施
設
が
当
時
の
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
だ
っ
た
こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

感
慨
を
覚
え
ま
す
。
そ
し
て
政
治
家
と

し
て
こ
れ
ま
で
秋
田
市
へ
の
深
い
思
い

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
こ
と
の
幸
せ
を
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

余
談
な
が
ら
、
先
日
改
め
て
｢本
当

に
秋
田
は
い
い
と
こ
ろ
だ
な
あ
｣と
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球

日
本
ハ
ム
の
吉
田
輝
星
投
手
の
公
式
戦

初
登
板
を
め
ぐ
る
一
連
の
こ
と
で
す
。

初
勝
利
は
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
の
で
す

が
、
私
が
も
っ
と
感
動
し
た
の
は
、
試

合
前
の
地
元
の
新
聞
や
放
送
局
の
期
待

と
応
援
を
込
め
た
ニ
ュ
ー
ス
。
登
板

後
、
一
斉
の
お
祝
い
の
報
道
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
の
県
民
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
郷
土
出
身
選
手
を
応
援

す
る
姿
。
ホ
ッ
コ
リ
と
あ
た
た
か
い
気

持
ち
に
な
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

さ
て
、
七
夕
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
星
に
願
う
の
で
し
ょ
う

か
。
西
日
本
の
豪
雨
災
害
が
伝
え
ら
れ

た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
新
潟
･山
形

地
震
で
す
。
し
っ
か
り
と
日
頃
の
備
え

を
し
た
う
え
で
、
私
は
災
害
の
な
い
市

民
の
安�

�

寧�
�

を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

秋
田
市
誕
生
130
年

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

昭和･平成･令和…
時代の節目を伝える広報あきた
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北部墓地
(飯島字堀川)

【埋蔵申請】お墓がなく、焼骨を自宅に保管また
は寺院などに預けていて、次の①②のいずれかの
要件を満たすかた
①秋田市に住所または本籍があるかた　
②秋田市に住所かつ本籍がない場合で、死亡時に

秋田市に住所または本籍があった故人の焼骨
を埋蔵しようとするかた

【改葬申請】秋田市の市営墓地から改葬しようと
するかた

【生前申請】お墓がなく、秋田市に住所または本
籍があり、子や孫などの直系卑属がいない、次の
①②のいずれかの要件を満たすかた
①申請時の年齢が65歳以上のかた
②疾病などの事由により、医師から余命６か月

以内と宣告されているかた

申請資格

募集数u1,500体

７月24日(水)から８月16日(金)までの平日、
8:30〜17:15(駅東サービスセンターは9:00か
ら)に下記窓口へお申し込みください。

募集案内の配布および受付窓口u生活総務課(市
役所１階)、各市民サービスセンター(中央･東部･
南部別館を除く)、駅東サービスセンター

＊郵送や電子申請での申請も可能です。申込多数の場合
は、８月27日(火)に公開抽選を行います。

問い合わせu生活総務課☎(888)5624

◆募集案内は市ホームページからもダウンロー
ドできます(広報ID番号 1021017)

申し込み

秋田市と秋印㈱は、｢災害時における軽油

の供給に関する協定｣を締結しました。今

後、市内で大規模災害が発生した際に、同社

が卸売市場内に設置した自家給油所にて、

市の公用車に対し、軽油の供給を行うこと

としています。市場管理室☎(869)5222

５
月
29
日
の
協
定
締
結
式
で
。

左
が
秋
印
㈱
の
三
浦
征
善

代
表
取
締
役

災
害
時
の
協
力
を

約
束
し
ま
し
た

水害･土砂災害
避難情報の伝え方を変更

水害･土砂災害について、避難情報が５段階
に整理されました。今後、秋田市から警戒レベ
ル３か４が発令された場合、対象地域のかた
は、速やかに避難してください。詳しくは市ホ
ームページで。◆広報ID番号 1001629

問い合わせu防災安全対策課☎(888)5434

全員速やかに避難しましょう
対象地域のかたは速やかに避難先へ避難しまし
ょう。公的な避難場所までの移動が危険だと思
われる場合は、近くの安全な場所や自宅内のよ
り安全な場所に避難しましょう。

警戒
レベル ４

高齢者などは避難しましょう
避難に時間を要するかた(高齢者･障がいのある
かた･乳幼児など)とその支援者は避難しましょ
う。そのほかの人は、避難の準備をしましょう。

警戒
レベル ３

警戒レベル　　
避難に必要な行動を確認しましょう(避難所や
ハザードマップ、非常用持出品など)。

２

警戒レベル　　
災害への心構えを高めましょう。

１

警戒レベル４で全員避難

すでに災害が発生しています。
命を守るための最善の行動を取りましょう

＊死亡後にその焼骨の埋蔵手続きを行う同意者を選定し
ていただく必要があります。

＊現在使用中の市営墓地を返還することとし、６か月以内
に墓地返還申請書を提出していただく必要があります。

(永代使用料１体17,000円)

使用者を優先募集します

合葬
� � � �

墓
�

の

今回の募集は、お墓がなく焼骨を自宅に保管し
ているかたなど、お墓に困っているかたを優先し
て募集します。募集案内をご覧
になりお申し込みください。

警戒
レベル ５ 秋田市発令

秋田市発令

秋田市発令

気象庁発表

気象庁発表

◆｢広報ID番号｣は、秋田市ホームページ画面上でのページ検索の際に入力してください。


